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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た

ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
改
め
て
多
く
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
端
と
な
り
、
経
済
産
業
面
へ
の
影
響
は

も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
体
が
先
を
見
通
せ
な
い
不
安
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
元
気

を
失
い
か
け
、
被
害
が
少
な
か
っ
た
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
も
不
透
明
な
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
の
下

「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
将
来
像
と
し
て
、
郷

土
を
愛
し
、
活
力
に
満
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
人

づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
に
重
点
分
野
を
「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産
業
」「
地
域
」

の
３
分
野
と
し
、「
絆
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
視
点
に
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
中
学
校
の
統
合

に
向
け
た
準
備
、
農
業
の
活
性
化
に
向
け
た
６
次
産
業
化
の
推
進
、
受
注
拡
大
や

雇
用
拡
大
に
向
け
た
企
業
支
援
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、
危
機
管
理
体
制
の
再
構
築
、
耐
震
化
等
の
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

検
討
や
省
エ
ネ
の
推
進
な
ど
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
参
画
と
英
知
の
結
集
が
、
絆
を
深
め
地
域
の
つ
な

が
り
を
育
み
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。白

鷹
町
長

　
佐

　
藤

　
誠

　
七
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆

様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
台
風
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
穏
や

か
な
年
の
瀬
を
迎
え
、
そ
し
て
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
事
の
幸
せ
を
私
達
は
常
に

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
合
わ
せ
て
白
鷹
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
更
な
る
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
３
月
11
日
に
は
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
東
北
各
県
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
災
害
に
対
し
、
わ
が
町
の
防
災
計
画
も
大
幅
に
見
直

し
、
防
災
体
制
の
強
化
充
実
、
さ
ら
に
は
、
地
域
防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
４
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
議
選
に
お
い
て
は
、
14
名
の
定
数
に
７
名

の
新
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
自
ら
が
襟

を
正
し
、
選
良
で
あ
る
事
を
認
識
し
、
当
局
と
常
に
適
度
の
緊
張
感
を
保
ち
な
が

ら
、
両
輪
と
し
て
の
議
会
の
立
場
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
町
は
今
、
第
５
次
総
合
計
画
を
進
め
る
な
か
、
鮎
貝
の
「
四
季
の
郷
」
に

新
た
な
企
業
誘
致
が
決
定
す
る
な
ど
明
る
い
話
題
も
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
人
口
減
少
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
問
題
な
ど
、
課
題
も
多
く
抱
え
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
荒
砥
高
等
学
校
存
続
が
最
大
の
山
場
を
迎
え

ま
す
。
町
・
議
会
・
町
民
が
一
体
と
な
り
定
員
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
町
政
発
展
の
た
め
の
町
民
の
皆

様
方
の
声
を
拝
聴
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
年
頭
に
あ
た
り
所
感
と
決
意
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
町
民
皆
様
の
幸
せ

を
願
い
な
が
ら
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

白
鷹
町
議
会
議
長
　
青
　
木
　
彰
　
榮
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年男・年女さんに聞きました
　今年も年男・年女のかたがたにインタビューし、新年の抱負や
町への思いなどを語っていただきました。

①
②
③
④

⑤

⑥

①
②
③
④

⑤

⑥

（
横
田
尻
）

蚕
桑
小
学
校
５
年

（
浅
立
）

東
根
小
学
校
５
年

平
成
12
年
生
ま
れ12

歳

インタビュー内容
①家族構成 ②趣味　③特技　④2011年、心に残った出来事 ⑤新年の抱負　⑥将来どんな町になって欲しい？

（
高
玉
）

蚕
桑
小
学
校
５
年

（
中
山
）

鷹
山
小
学
校
５
年
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（
山
口
）

教
員

昭
和
63
年
生
ま
れ24

歳

昭
和
51
年
生
ま
れ36

歳
（
十
王
）

会
社
員

（
浅
立
）

調
理
師

（
浅
立
）

飲
食
業

Interview
新春特集
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昭
和
39
年
生
ま
れ48

歳

昭
和
27
年
生
ま
れ60

歳

（
荒
砥
乙
）

会
社
員

（
鮎
貝
）

東
北
電
力
検
針
員

①
②
③
④

⑤

⑥

（
横
田
尻
）

自
営
業

①

（
畔
藤
）

ど
り
い
む
農
園
社
長



辰
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Interview
新春特集

昭
和
15
年
生
ま
れ72

歳

昭
和
３
年
生
ま
れ84

歳

（
畔
藤
）

（
萩
野
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容　

…　

①
家
族
構
成　

②
趣
味　

③
特
技　

④
２
０
１
１
年
心
に
残
っ
た
出
来
事　

⑤
新
年
の
抱
負　

⑥
将
来
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
欲
し
い
？

①

②
④
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み
ん
な
が
楽
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

　

12
月
10
日
、
産
業
セ
ン
タ
ー
で
、

町
内
の
小
中
学
校
、
荒
砥
高
校
の

代
表
21
人
が
参
加
し
「
子
ど
も
会

議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
話
し
合
い
を
通
し

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、『
町
』

を
見
つ
め
な
お
し
、
関
心
を
高
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
画
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
梅
津

晶
一
会
長
）
と
教
育
委
員
会
の
共

催
で
、
今
回
が
第
３
弾
と
な
り
ま

す
。

①
自
己
紹
介

　

顔
写
真
入
り
の
名
刺
を
使
い
、

参
加
者
全
員
と
交
流
。
そ
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
改
め

て
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
役
割

分
担
を
決
め
ま
す
。

②
会
議
本
番

　

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
〜
み
ん
な
が
楽
し
く
住
み
よ
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
〜
私
た
ち
が

暮
ら
す
10
年
後
の
白
鷹
町
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
「
学
校
以
外
の
活
動
」

に
つ
い
て
考
え
、
中
高
生
は
「
町

の
仕
事
」
に
つ
い
て
考
え
各
々
に

意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。

③
発
表

　

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
、
チ
ー
ム
名

・
テ
ー
マ
を
考
え
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

※
発
表
の
内
容
な
ど
は
次
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
評

○
町
長

　

ど
の
班
か
ら
も
交
流
人
口
の
拡

大
と
い
う
提
案
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
沿
線
市

町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
花
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

白
鷹
町
は
紅
花
が
各
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
の
で
、
長
井
線
沿
線
に

紅
花
を
植
栽
す
れ
ば
、
花
を
活
用

し
た
、
町
の
身
の
丈
に
合
っ
た
テ

ー
マ
パ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
町

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
な
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
意
見
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

実
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　

町
の
取
り
組
み
状
況
は
、
進
み

具
合
を
見
な
が
ら
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

今
回
の
子
ど
も
会
議
は
大
変
有

意
義
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
今
後

も
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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チーム名
「チーム白鷹ＰＲ」

テーマ
「これからの白鷹町」

チーム名
「young man ５」

テーマ
「若者のための町づくり」

チーム名
「チームＡＫＫＭＭ」

テーマ
「町おこし」

メンバー
小
こ

林
ばやし

　果
か

歩
ほ

（蚕桑小）
菅
かん

野
の

　敬
けい

太
た

（鮎貝小）
竹
たけ

田
だ

　了
あき

礼
のり

（荒砥小）
佐
さ

藤
とう

　美
み

空
く

（鷹山小）
安
あ

部
べ

　美
み

聡
さと

（東根小）

チーム名
「ポスカモスカ」

テーマ
「町を発展させるために !!」

メンバー
丸
まる

川
かわ

真
ま

由
ゆ

子
こ

（蚕桑小）
新
にい

野
の

　菜
な

見
み

（鮎貝小）
菅
すが

原
わら

　麻
ま

鈴
りん

（荒砥小）
山
やま

川
かわ

　喜
よし

輝
き

（鷹山小）
梅
うめ

津
つ

　紘
こう

也
や

（東根小）

メンバー
長
は

谷
せ

部
べ

祥
しょう

太
た

（西　中）
平
たいら

　晃
こう

太
た

郎
ろう

（東　中）
塩
しお

野
の

　翔
しょう

太
た

（東　中）
佐
さ

藤
とう

　　翼
つばさ

（荒砥高）
鈴
すず

木
き

　瞭
りょう

太
た

（荒砥高）

メンバー
吉
よし

村
むら

　昴
たか

訓
のり

（西　中）
丸
まる

川
かわ

　孝
たか

典
のり

（西　中）
和
わ

田
だ

英
え

里
り

子
こ

（東　中）
早
はや

川
かわ

　成
なる

美
み

（荒砥高）
齋
さい

藤
とう

ちなつ（荒砥高）

議長
鈴木悟くん
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☎

●給与収入があり次に該当するかた
　①年末調整を行っていないかた
　②前年中に中途で退職したかた
　③給与以外に所得のあるかた
　④２カ所以上から給与のあるかた

●農業・営業・不動産など事業所得のあるかた
●配当や保険満期、資産の譲渡などの所得がある
かた
●年金受給者で社会保険・生命保険料控除を受け
ようとするかた
●収入がなく次に該当するかた
　①国民健康保険に加入しているかた
　②所得証明が必要なかた
　③年金などの免除を申請されるかた

　農業所得があるかたへ（販売がある農家）
収支計算による申告となります。

◇持ち物
　収支内訳書（農業所得用）及び収入と経費が確認
できるもの
①中山間地域等直接支払及び戸別所得補償制度を　
　活用されているかたは収入金がわかる書類
②農協と取引されている方は農協が発行する各種　
　明細書、なければ農業の相談はできません。
③営農組合（集落営農）のかたは分配金の計算書

■お願い
①農作業の委託費、小作料のあるかたは事前に支　
払明細書を提出ください。
②機械等を共同で購入されたかたは事前に販売証　
明書などを提出ください。

　営業・不動産など事業所得のあるかたへ

◇持ち物
　収支内訳書（一般・不動産用）及び収入と経費が
確認できるもの
※町の収支計算書を活用ください。

　報酬・配当所得のあるかたへ

◇持ち物　支払明細書など

　給与・年金所得があるかたへ

◇持ち物　源泉徴収票
※中途退職者は退職時までの源泉徴収票も必要です。

　障がい者控除を受けられるかたへ

◇持ち物　障がい者手帳など
※要介護認定を受けているかたで、「身体障がい者に
　準ずる」と認定された場合は、障がい者控除を受
　けることができます。
　（証明書は健康福祉課で発行します）

　医療費控除を受けられるかたへ

◇持ち物　領収書
※出産一時金、高額医療費がある場合や保険などの
　補填金がある場合はその金額がのぞかれます。
※金額は事前に合計しておいてください。

　住宅借入金等特別控除の適用を受けられる
　かたへ
◇持ち物
　借入金の年末残高等証明書、住民票、登記簿謄本、
契約書写しなど。
※共有名義や敷地の購入等で添付書類も異なって　
きますので事前にお問い合わせください。
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　まもなく、町県民税の申告と所得税の確定申告の時期です。
　平成24年１月１日現在、白鷹町内に住所があり、次に該当するかたは所得申告が必要です。
　申告相談の日程が決まりましたのでお知らせいたします。日程と会場をご確認のうえ、お越しください。
　なお、申告相談の際の注意点などをまとめましたので、必要な書類の事前の準備をお願いします。

注意点
　　＜受付時間＞　午前の部　午前８時45分～ 11時
　　　　　　　　　午後の部　午前11時45分～午後３時
　　＜開館時間＞　朝８時30分　　※３月1日（木）は申告相談を休みます。
　　●申告は受付簿に記入された順に行います。
　　●今年度より、全日程に地域指定を行いましたので、次のことに注意してください。
　　　①都合により指定日に来られなかったかたは、同じ会場のいずれかの日においでください。
　　　②指定された会場に都合のつかないかたは、事前に税務出納課町民税係にご連絡ください。
　　●申告期間中は、税務出納課での相談は行いません。
　　●前年の所得に対して課税されますので、平成23年中（１月１日～ 12月31日）の所得を申告してくだ
　　　さい。

申告相談日程



「交  流」
がい

12　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
生
涯

学
習
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

生
涯
学
習
振
興
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
期
間
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま

で
の
5
カ
年
間
と
な
り
ま
す
。
計

画
の
策
定
作
業
は
、
町
社
会
教
育

委
員
（
齋
藤
和
男
委
員
長
）
の
か

た
が
た
と
検
討
を
重
ね
、
こ
の
た

び
計
画
（
案
）
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
（
案
）
の
全
文
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
。
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◎
意
見
募
集
期
間

　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で

生
涯
学
習
と
は
？

　

自
己
の
充
実
や
啓
発
、
生
活
の

向
上
の
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
に

よ
り
生
涯
を
通
じ
て
行
う
学
習
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
家
庭
、
地
域
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
、
趣
味
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
職
業
能

力
の
開
発
や
向
上
、
社
会
福
祉
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
伝
統
文
化

継
承
活
動
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
活
動
や

行
動
と
も
い
え
ま
す
。

　

そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
も

の
が
教
育
行
政
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
健
康
や
福
祉
、
産
業
、

く
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
至
る
ま

で
、
町
行
政
が
一
体
と
な
り
な
が

ら
、
町
民
の
か
た
が
た
の
生
涯
学

習
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

　

こ
の
計
画
は
、
生
涯
学
習
の
活

動
を
通
し
て
、
第
5
次
総
合
計
画

の
将
来
像
「
笑
顔
か
が
や
き
心
か

よ
う
美
し
い
ま
ち
」
と
、
教
育
に

掲
げ
る
目
指
す
姿
「
学
び
、
集
い
、

笑
顔
か
が
や
く
白
鷹
人
（
し
ら
た

か
び
と
）」
の
実
現
を
目
指
し
策

定
す
る
も
の
で
す
。

しょう　　　　　　がい　　　　　　 がく　　　　　　しゅう

笑顔・交流・学び・集い　

が育む白鷹の人・まち

白鷹町生涯学習振興計画【平成24年度～ 28年度】

の基本目標

　白鷹の人、まちを育むものこそ生涯学習であるという理念のもと、上記4つの「笑
顔」「交流」「学び」「集い」を計画推進のキーワードに、各種事業の展開を図っていく
ものとして上記の基本目標を定めていきます。

※計画推進の4つのキーワード

生　　涯　　学　　習

「笑  顔」
しょう

「集  い」
しゅう

「学  び」
がく
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各
分
野
に
お
け
る
主
な
内
容

①
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
推
進

○
青
年
層
の
活
動
は
、「
白
鷹
人
」

　

育
成
の
重
点
と
し
て
、
町
行
政

　

が
一
体
と
な
っ
た
元
気
な
活
動

　

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
は
、
地
域
づ
く
り

　

の
拠
点
と
し
て
の
体
制
整
備
や

　

強
化
を
図
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
化
の
取
り
組

　

み
と
の
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、

　

地
区
公
民
館
活
動
の
推
進
・
支

　

援
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
と
図
書
館
は
、
生

　

涯
学
習
活
動
を
行
う
上
で
重
要

　

な
施
設
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を

　

調
整
し
、
さ
ら
に
町
内
各
施
設

　

の
整
備
と
の
調
整
を
図
り
な
が

　

ら
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

○
平
成
23
年
8
月
に
改
正
さ
れ
た

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、

　

本
計
画
が
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

計
画
と
な
る
よ
う
な
内
容
と
し

　

て
い
き
ま
す
。

○
新
規
事
業
と
し
て
、
東
陽
の
里

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
を

　

進
め
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
町
の
生
涯
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
エ
リ
ア
と

　

し
て
位
置
付
け
、（
仮
称
）
白
鷹

　

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
芸
術
・
文
化
の
振
興

○
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
『
あ
ゆ
ー

　

む
』
を
町
の
芸
術
文
化
振
興
の

　

拠
点
と
し
て
、
芸
術
文
化
活
動

　

の
多
様
な
機
会
づ
く
り
と
多
く

　

の
か
た
が
た
の
参
画
に
よ
る
芸

　

術
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○
歴
史
民
俗
史
料
館
の
整
備
検
討

　

を
進
め
ま
す
。

○
平
成
26
年
度
に
白
鷹
町
史
（
現

　

代
編
）
を
発
刊
し
ま
す
。

④
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

○
専
門
的
職
員
（
社
会
教
育
主
事

　

な
ど
）
の
養
成
と
配
置
を
進
め

　

て
い
き
ま
す
。

○
職
員
や
指
導
者
な
ど
の
研
修
を

　

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

○
生
涯
学
習
振
興
の
た
め
、
中
央

　

公
民
館
と
地
区
公
民
館
、
図
書

　

館
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
な
が

　

ら
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い

　

き
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
は
地
域
の
生
涯
学

　

習
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

　

を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
取
り

　

組
み
と
の
調
整
と
検
討
を
行
い

　

ま
す
。

○
学
校
、
地
域
・
町
民
、
他
の
行

　

政
分
野
、
近
隣
自
治
体
と
の
連

　

携
を
強
化
し
、
よ
り
効
率
的
で

　

効
果
の
上
が
る
事
業
を
展
開
し

　

て
い
き
ま
す
。

○
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目

　

標
指
標
に
沿
っ
た
適
切
な
評
価

　

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
が
ら
、

　

効
果
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
推

　

進
し
て
い
き
ま
す
。

第５次白鷹町総合計画　将来像：笑顔かがやき　心かよう　美しいまち

白鷹町の教育　めざす姿：学び、集い、笑顔かがやく白鷹人（しらたかびと）

白鷹町生涯学習振興計画（Ｈ24－28）

基　本　目　標
　笑顔・交流・学び・集い（しょうがいがくしゅう）が育む白鷹の人・まち

　　①生涯にわたる学びの推進
　　②生涯スポーツの振興
　　③芸術・文化の振興
　　④生涯学習推進体制の整備

○次代を担う白鷹人育成推進プロジェクト
○歴史・文化と地域づくり推進プロジェクト

第５次白鷹町総合計画

生涯学習の推進

■
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）
ま
で

※
ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

　

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
の
「
意
見
提
出
様
式
」
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

　

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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　12月19日、町営スキー場の安全祈願祭が
行われました。当日は、スキー場従業員や
スキー連盟など関係者約40人が出席し、シ
ーズンを通しての無事故を祈願しました。
　一面真っ白だったものの滑走するには積
雪量が足りず、オープン予定から３日後の
12月26日、無事にオープンを迎えることが
できました。毎月第３日曜日は、小学生ま
でのリフト代が無料の「スキーこどもの日」
です。ご家族でお楽しみください。

　12月４日、あゆーむで山形交響楽団によ
る第15回ハーモニーコンサートが行われ
ました。町で交響楽団の演奏会を聴くこと
ができる唯一の機会として毎年継続して開
催されてきました。東日本大震災の追悼演
奏となる「弦楽のためのアダージョ」や、
「交響曲第８番ヘ長調」など多彩な演奏が
行われました。町内外から多くのかたが集
まり会場はほぼ満員となり、音楽専用ホー
ルでの演奏を熱心に聴き入っていました。

　12月13日、観光協会主催の「旅づくりに
ついて語る会」が開催され、飯豊町観光協
会の二瓶裕基さんを招き、講演をいただき
ました。二瓶さんは“会員をいかにもうけ
させるか”ということを念頭に、最近は台
湾の観光誘客に積極的に取り組んでいらっ
しゃるそうです。こちらでの田舎生活が好
評で、台湾での知名度も上がっているそう
です。町観光協会でも「旅づくり」や町の
発信にさらに力を入れるということです。

　

東
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

平
成
23
年
度
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
表
彰
式
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
（
東
京
都
）
で
開
催
さ

れ
、
東
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
橋
本

徳
味
会
長
）
が
会
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

東
根
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
心
の
通

い
合
う
あ
い
さ
つ
運
動
を
は
じ
め
、

地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て
の

学
校
林
整
備
作
業
、
全
保
護
者
参

加
に
よ
る
登
下
校
時
の
見
守
り
・

声
掛
け
活
動
な
ど
が
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
児
童

の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　12月23日、フラワー長井線四季の郷駅前
広場で感謝祭が行われました。鮎貝地区の
新しい玄関口としてオープンして早４年。
地元のかたがたや荒砥高校生のボランティ
アなどにより毎年開催されているお祭りで
す。今年はあつあつの豚汁が振る舞われた
ほか、宝くじのプレゼントなどがあり、吹
雪のような天候の中でしたが、集まった皆
さんは笑顔で楽しいひとときを過ごしてい
ました。　　（写真は宝くじ抽選の様子）
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◆
団
体
の
部

●
小
学
生

１
位　

荒
砥
剣
道
ス
ポ
少
愛
真
会

２
位　

若
鷹
剣
道
ス
ポ
少

●
中
学
男
子

１
位　

西
中
学
校

２
位　

東
中
学
校

●
中
学
女
子

１
位　

西
中
学
校
Ａ

２
位　

西
中
学
校
Ｂ

◆
個
人
戦

●
小
学
低
学
年
の
部

１
位　

渡
部
二
千
花
（
若
鷹
）

２
位　

渡
部　

晃
矢
（
愛
真
会
）

３
位　

黒
澤　

武
寛
（
若
鷹
）

●
小
学
４
年
生
の
部

１
位　

赤
間　

英
生
（
若
鷹
）

２
位　

山
本　

和
（
愛
真
会
）

　
　
　

副
田　

未
来
（
愛
真
会
）

　
　
　

五
十
嵐
悠
哉
（
愛
真
会
）

●
小
学
高
学
年
の
部

１
位　

相
馬
さ
お
り
（
若
鷹
）

２
位　

山
本　

築
（
愛
真
会
）

３
位　

高
橋　

聖
（
若
鷹
）

●
中
学
男
子
の
部

１
位　

芳
賀　

悠
太
（
東
中
）

２
位　

土
屋　

建
二
（
西
中
）

３
位　

安
部　

颯
人
（
西
中
）

　
　
　

梅
村　

翔
（
東
中
）

●
中
学
女
子
の
部

１
位　

渡
部　

千
尋
（
西
中
）

２
位　

金
田
日
菜
子
（
西
中
）

３
位　

吉
村　

佳
奈
（
西
中
）

　
　
　

髙
橋　

莉
菜
（
西
中
）

●
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

奥
山　

久
（
下
山
）

２
位　

板
垣　

稜
也（
米
沢
中
央
）

３
位　

板
垣　

和
貴（
米
沢
中
央
）

　
　
　

芳
賀　

透
（
荒
砥
）

●
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

松
木
雅
子
（
米
沢
商
業
）

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
❹れぽ

ー
と

大
人
の
た
め
の
社
会
科
見
学

　

12
月
13
日

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
町
を
も
っ

と
知
る
企
画
と
し
て
実
施
し
た

「
大
人
の
た
め
の
社
会
科
見
学
」。

　

12
人
の
か
た
が
た
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
今
回
は
荒
砥
高
校
・
ひ

が
し
ね
保
育
園
・
あ
ゆ
ー
む
・
浄

化
セ
ン
タ
ー
・
日
本
Ｇ
Ｔ
㈱
の
５

箇
所
を
見
学
。「
ど
の
見
学
地
も
甲

乙
付
け
が
た
い
。」「
大
変
お
も

し
ろ
か
っ
た
。」
と
は
、
参
加
者

の
声
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
学
地
で

「
新
し
い
発
見
の
連
続
！
」
と
な

っ
た
社
会
科
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
ま
た
別
の
見
学
地
の
企
画

を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
年
末
の
お
忙
し
い
中
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
見
学
地
の
皆

さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

団
体
戦

優
勝　
　

蚕
桑
Ａ

第
２
位　

荒
砥
Ａ

第
３
位　

荒
砥
高
校

　

〃　
　

東　

根

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝　
　

中
尾　

進（
長
井
市
）

第
２
位　

木
村
大
介（
荒
砥
高
職
）

第
３
位　

大
塚
隼
希（
蚕
桑
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝　
　

川
﨑
茉
惟
（
川
西
町
）

第
２
位　

遠
藤
詩
歩
（
南
陽
市
）

第
３
位　

伊
藤
紗
弥
香（
高
畠
町
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

優
勝　
　

山
口
良
浩
（
荒
砥
）

第
２
位　

川
井
良
一
（
東
根
）

第
３
位　

青
木
美
津
男
（
東
根
）

中
学
・
小
学
シ
ン
グ
ル
ス

（
ブ
ロ
ッ
ク
別
優
勝
者
の
み
）

第
１　

川
﨑
茉
惟
（
川
西
町
）

第
２　

佐
藤
凪
紗
（
川
西
町
）

第
３　

金
子
さ
く
ら
（
高
畠
町
）

第
４　

山
賀
映
理
奈
（
高
畠
町
）

第
５　

丸
川　

瑠
（
白
鷹
町
）

第
６　

廣
谷
佳
奈
子
（
南
陽
市
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　
　

佐
藤
一
浩
・
中
川
春
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蚕
桑
）

第
２
位　

庄
司　

拡
（
長
井
高
）

　
　
　
　

中
尾　

進
（
長
井
市
）

第
３
位　

山
口
良
浩
・
新
野
嘉
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
荒
砥
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　
　

遠
藤
詩
歩
・

　
　
　
　

野
口
く
る
み（
南
陽
市
）

第
２
位　

佐
藤
凪
紗
・
遠
藤
里
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

（
川
西
町
）

第
３
位　

柴
田
美
恵
子（
十
王
）・

　
　
　
　

横
山
清
子
（
荒
砥
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　
　

石
田
直
己
・
川
﨑
茉
惟

　
　
　
　
　
　
　
　

（
川
西
町
）

第
２
位　

佐
藤
一
浩
（
蚕
桑
）・

　
　
　
　

柴
田
美
恵
子
（
十
王
）

第
３
位　

中
川
春
彦
・
照
井
幸
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
蚕
桑
）

第
32
回
町
民
卓
球
大
会　

12
月
11
日
（
日
）

　

東
中
学
校
体
育
館

12
月
４
日
（
日
）

　

東
中
学
校
体
育
館
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県
内
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

日
本
年
金
機
構
や
社
会
保
険
事
務

所
な
ど
の
官
公
庁
職
員
を
装
っ
て

電
話
を
か
け
、そ
の
後
に
訪
問
し
、

言
葉
巧
み
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
詐
取
し
た
り
、
口
座
か
ら
不
正

に
現
金
を
引
き
出
す
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

【
事

　
例
】　

　

76
歳
の
女
性
宅
に
日
本
年
金
機

構
の
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話

が
あ
り
、「
年
金
が
増
額
に
な
る

が
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
。

増
額
分
を
振
り
込
む
の
で
、
自
宅

ま
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け

取
り
に
行
く
」
と
言
わ
れ
、
訪
ね

て
き
た
男
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
渡
し
暗
証
番
号
を
教
え
た
。

　

そ
の
後
50
万
円
が
引
き
出
さ
れ

て
い
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

公
的
機
関
か
ら
入
金
が
あ
る
場

合
、
自
宅
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
取
り
に
職
員
が
訪
れ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
情
報

を
教
え
た
り
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す
こ
と
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
審
な

電
話
や
訪
問
者
が
来
た
ら
、
一
人

で
判
断
せ
ず
に
家
族
や
周
囲
の
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.20
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○
こ
ん
な
こ
と
も
手
助
け

　
に
な
り
ま
す

①
顔
を
あ
わ
せ
た
ら
あ
い
さ
つ
を

　

す
る

　

認
知
症
の
か
た
や
介
護
者
に

「
あ
な
た
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

い
ま
す
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
で
、

互
い
に
暖
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま

す
。

②
訪
問
し
た
り
招
い
た
り
し
て
話

　

を
聞
く

　

家
族
に
は
言
い
に
く
い
相
談
が

で
き
る
人
が
近
く
に
い
る
こ
と
で

「
自
分
は
孤
独
じ
ゃ
な
い
」
と
力

づ
け
ら
れ
ま
す
。

③
「
○
○
な
ら
お
手
伝
い
で
き
る

　

よ
」
と
声
を
か
け
る

　

介
護
に
不
慣
れ
な
か
た
は
、
な

か
な
か
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
お
手
伝
い
が
介
護
者

に
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

・
買
い
物
を
頼
ま
れ
る

・
認
知
症
の
か
た
が
外
出
し
て
い

　

る
と
き
の
見
守
り

・
認
知
症
の
か
た
が
困
っ
て
い
る

　

の
を
見
か
け
た
ら
家
族
に
連
絡

・
集
ま
り
や
お
茶
の
み
に
誘
う

・
一
緒
に
楽
し
く
会
話
す
る

④
相
談
機
関
を
教
え
る
、
連
絡
す

　

る

　

介
護
者
の
顔
色
が
悪
い
、
疲
れ

て
い
る
、
家
の
雰
囲
気
が
ギ
ス
ギ

ス
し
て
い
る
、
怒
鳴
り
声
が
聞
こ

え
る
。
な
ど
の
場
合
に
は
、
認
知

症
の
か
た
や
介
護
者
の
心
身
が
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
じ
め
相
談
機
関
に
相
談
す

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
気

づ
い
た
か
た
が
連
絡
し
て
く
れ
る

こ
と
で
認
知
症
の
か
た
や
介
護
者

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

支出命令日 区分 支出命令額 備　　　考

12 月　2 日 御祝 30,000 円 全国獅子舞フェスティバル激励金
12 月　5 日 御祝 3,250 円 東日本大震災気仙沼松岩復興祈願祭
12 月　5 日 香典 20,000 円
12 月　5 日 贈答品 10,000 円 気仙沼市訪問時お土産代
12 月　9 日 御祝 3,000 円 萩野子獅子祝賀会
12 月 15 日 贈答品 4,800 円 企業訪問時お土産代
12 月 19 日 香典 10,000 円
12 月 21 日 香典 5,000 円
12 月 21 日 香典 10,000 円
12 月 26 日 御祝 3,100 円 ヤナ仕舞・鮎供養祭

計 99,150 円 

12月の町長交際費

　平成23年12月に支出され
た町長交際費についてお知ら
せします。

■問い合わせ　総務課総務係
　　　　　　（☎85－6120）
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職　種 資格要件 賃金（時給））
一般事務 749 円
調理員 749 円
学校用務員 普通自動車免許取得者 749 円
下水道普及相談員 普通自動車免許取得者 749 円

自動車運転手 有資格者（大型・大型
特殊運転免許取得者）

785 円
～ 1,226 円

ボイラーマン 有資格者（２級以上） 929 円
保健師 有資格者 1,420 円
看護師 有資格者 1,187 円
社会福祉士 有資格者 1,420 円

▼職種と賃金

▼通勤手当相当割増賃金
　２㎞以上５㎞未満　100円、
　５㎞以上10㎞未満　200円、　10㎞以上　300円
▼勤務形態
　職種・職場により勤務時間、勤務日数が異なります。
▼提出書類
　白鷹町臨時職員登録申請書

　＊総務課にお越しいただくか、町ホームページから
　　ダウンロードしてください。
▼締め切り
　平成24年２月24日（金）
※書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から面
　接及び書類審査による選考のうえ雇用いたします。
　（雇用及び選考については、原則平成24年４月１日現
　在で満60歳未満のかたを優先的に行う予定です。）
※年度初めからの雇用については、２月24日までに登録
　いただいたかたの中から選考させていただきますが、
　その後も登録の受け付けは随時行いますのでお問い
　合わせください。
※なお、名簿登録者全員が雇用されるものではありませ
　んのでご了承ください。
※保育士・保育助手については、現在登録受付中で、
　１月31日（火）を締め切りにしています。
■受付・問い合わせ　総務課総務係（☎85－6120）

平成24年度　白鷹町日々雇用職員（臨時・パート）の登録を受け付けます

Ｑ
調
査
の
期
日
は
？

Ａ
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
（
１
月
中
旬
〜
31
日
ま

で
に
、担
当
調
査
員
が
伺
い
ま
す
）。

Ｑ
調
査
の
対
象
は
？

Ａ
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業

が
対
象
で
す
。

Ｑ
調
査
項
目
は
？

Ａ
従
業
者
数
・
事
業
内
容
な
ど
基

本
的
項
目
の
ほ
か
、
売
上
な
ど
の

経
理
事
項
を
中
心
に
調
査
し
ま
す
。

Ｑ
調
査
結
果
の
利
用
は
？

Ａ
地
域
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
経
営
の
参

考
資
料
と
し
て
事
業
所
の
皆
様
に

も
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
員
は
調
査
員
証
（
顔
写
真

　

貼
付
）
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
際
は
速
や
か
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
調
査
は
、
東
日
本
大
震

　

災
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
影
響

　

を
把
握
で
き
る
調
査
で
あ
り
、

　

今
後
の
復
興
の
た
め
の
貴
重
な

　

資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
へ
の

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
係

（
☎
85

－

６
１
２
１
）

白
鷹
町
立
病
院
の
看
護
師
を

募
集
し
ま
す

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
か
た
で
、
看
護
師
の
資
格

を
お
持
ち
の
か
た
、
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
み
の
か
た

▼
申
込
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
水
）
ま
で

▼
採
用
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
応
募
先　

　

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

※
受
験
・
申
込
用
紙
は
病
院
事
務

　

局
に
あ
り
ま
す
。。

※
試
験
内
容
な
ど
の
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

　

日
本
の
経
済
力
を
知
る
た
め
に『
経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
』

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
に
お
け
る

経
済
活
動
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
「
経
済
の
国
勢
調
査
」
で
す
。
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　山形方式節電県民運動の取り組みとして、県
内の県立高校もそれぞれに取り組み、第１期
（６月～９月）の結果が発表されました。全52
校中、荒砥高校が前年同期と比較して、35. ３
㌫の削減率を達成し、第２位となりました。
（※第２期は10月から平成24年１月まで実施）
　荒砥高校では、無駄な照明を消したり、自動
販売機の設定温度を上げるなど、生徒一人ひと
りが気をつけて行動したということです。
　東日本大震災により供給電力は減少し、新し
いエネルギーが見直されています。町民みなさ
んもこまめな節電に取り組んでみませんか。

高校生節電コンテスト上位校
順位 学　校　名 削減率（㌫）
１ 　鶴岡中央高校 　　40.5　
２ 　荒砥高校 　　35.3　
３ 　酒田西高校 　　34.3　

県立高校52校の平均 　　20.03　

　

い
よ
い
よ
中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん
は
進
路
決
定
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
町
で
は
「
広
報
し
ら
た
か
」
10
月
12
日
号
で
も
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
も
荒
砥
高
校
の
存
続
と
発
展
を
願
い
、

荒
砥
高
校
に
入
学
し
て
学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん
を
次
の
支
援
策
に
よ
り
、

町
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
支
援
策
①
（
継
続
事
業
）

　

荒
砥
高
校
新
入
生
に
応
援
券
（
６
万
円
分
）
を
助
成
し
ま
す
。

▼
支
援
策
②
（
平
成
24
年
度
新
規
事
業
）

　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養

成
研
修
の
費
用
を
荒
砥
高
校
生
が
受
講
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
を
町

が
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会

　
　
　

（
事
務
局
／
総
務
課
企
画
調
整
係
☎
85

－

６
１
２
３
）音楽祭での演奏（吹奏楽部）

子守り体験（健康まつり）

　12月16日、蚕桑小学校１・２年生を対象に高
校生禁煙サポーターによる防煙教育が行われま
した。荒砥高校保健委員会の皆さんが禁煙サポ
ーターとして、タバコは体に悪いよ！というお
話を劇で表現。タバコの害について学んだ小学
生たちは、喫煙により被害をうけた人の肺の写
真などを見て声を上げて驚いていました。「だい
すきだからタバコやめてね。」と、おうちの人
が禁煙できるようにセリフの練習も行いました。
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次
回　

「
雪
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。　

 「
嘘う

そ

」
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八
―
二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

●いつ　２月11日（土・祝）午後１時
　　　　（開場：昼12時30分～）
●どこで　さくらの里文化伝承館（蚕桑地区公民館）
●演目「次郎長外伝　森の石松閻魔堂の涙雨」新作
●定員　280人
●入場前売券　500円（中学生以下は無料）
●当日券　700円
＊前売券に残席がある場合のみ販売します。
＊当日券をお求めのかたは、多少お待ちいただきます。
●入場前売券販売　中央公民館、各地区公民館
●主催　町教育委員会、蚕桑地区公民館
●その他
①高玉芝居にまつわる資料の
　展示
②ホール内は飲食禁止です。
■問い合わせ　
　蚕桑地区公民館
　　　　　　☎85－2153

　全国自治宝くじの収益金によって住民のコ
ミュニティ活動を推進する「コミュニティ助
成事業」を受け、テントとポータブル発電機、
杵・臼などが中山区に整備されました。

■問い合わせ　
　総務課企画調整係（☎85－6123）

杵・臼など

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機

テ
ン
ト

白
鷹
町
出
身　

耐
震
構
造
学
者

「
佐
野
利
器
」
博
士
に
関
す
る
テ

レ
ビ
番
組
放
送
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
一
日
も

早
い
復
興
を
祈
り
『
復
興
せ
よ
！

後
藤
新
平
と
大
震
災
２
４
０
０
日

の
戦
い
』
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

１
９
２
３
年
９
月
１
日
、
関
東

大
震
災
が
発
生
し
巨
大
地
震
と
大

火
災
で
東
京
は
焼
け
野
原
に
。
こ

の
災
害
は
政
治
的
に
は
最
悪
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
起
き
、
直
前
に
総
理

大
臣
が
急
死
し
、
内
閣
は
事
実
上

不
在
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
後
藤

新
平
は
誰
よ
り
も
早
く
動
き
、
新

総
理
に
働
き
か
け
、
翌
日
に
は
組

閣
を
完
了
さ
せ
、
た
だ
ち
に
復
興

策
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

帝
都
復
興
院
を
創
設
し
、「
佐
野
利

器
」
ら
精
鋭
を
集
め
、
本
格
的
な

復
興
計
画
に
か
か
り
、「
遷
都
は
し

な
い
」
な
ど
の
明
確
な
方
針
で
復

興
を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
関
東
大
震
災
に
お

け
る
「
佐
野
利
器
」
博
士
の
功
績

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
予
定　

１
月
22
日
（
日
）

午
後
３
時
〜
４
時
25
分
（
放
送
時

間
は
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
放
送
局　

Ｙ
Ｂ
Ｃ
山
形
放
送
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　デジタルカメラ、ポータブルＤＶＤプレーヤー、携
帯電話、ノートパソコンなどに使用されている小型充
電式電池は、ごみとして捨てないで、最寄りの「リサ
イクル協力店」にお持ちいただくか、機器（携帯電話、
ノートパソコン）と共に回収する仕組みをご利用くだ
さい。充電式電池が一般ごみの中に混入されていたこ
とが原因で、収集作業中に火災事故が発生したという
事例もありますので、ご協力をお願いいたします。

▼（社）電池工業会に登録された町内のリサイクル協力店
　…コメリホームセンター白鷹店
■問い合わせ　町民課くらし環境係（☎85－6131）

リサイクル
マークが
目印です！

催　し

　

一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢

者
、
精
神
や
知
的
に
障
が
い
の
あ

る
か
た
が
、
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
福
祉
の
現
状

や
成
年
後
見
制
度
、
市
民
後
見
人

に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
び
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
大
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
後
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
ま
が
た
（
☎
０
２
３

８

－

42

－

４
７
３
１
）

○
森
づ
く
り
発
表
会

▼
い
つ　

１
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
公
民
館

（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
土
）

第
１
回
公
演　

午
後
１
時
〜

第
２
回
公
演　

午
後
４
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で
応

募
く
だ
さ
い
（
１
枚
で
４
人
ま
で

申
込
可
能
）。

▼
往
信
面
の
表

　

〒
９
９
９

－

３
７
９
７　

陸
上

自
衛
隊
第
６
師
団
司
令
部
広
報
室

音
楽
ま
つ
り
宛
て

▼
往
信
面
の
裏

　

申
込
者
住
所
、
氏
名
、
鑑
賞
人

数
、
公
演
時
間
、
車
イ
ス
席
利
用

の
か
た
は
「
車
イ
ス
席
利
用
」
と

記
入

▼
返
信
面
の
表　

申
込
者
住
所
、

氏
名
を
記
入

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

　

り
ま
す
。

※
乳
幼
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第

６
師
団
司
令
部
広
報
室
（
☎
０
２

３
７

－

48

－

１
１
５
１
）

　

産
学
官
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
こ

と
や
、
地
方
社
会
の
将
来
像
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
す
。

▼
い
つ　

１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）

▼
講
師　

横
山
繁
美
氏
（
米
沢
Ｂ

Ｎ
Ｏ
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

▼
定
員　

２
０
０
人

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

財
団

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
セ

ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
０
０
１
）

募　集

　

や
ま
が
た
み
ど
り
環
境
税
で
支

援
す
る
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く

り
活
動
を
募
集
し
ま
す
。

▼
支
援
す
る
活
動
内
容

平
成
24
年
度
中
に
実
施
す
る
取
組
み

◆
一
般
助
成

①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

④
森
林
資
源
の
地
活
用

◆
テ
ー
マ
助
成

▼
募
集
締
切　

２
月
20
日
（
月
）

※
応
募
方
法
や
支
援
す
る
活
動
内

　

容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課

（
☎
85

－

６
１
２
５
）
ま
た
は
置

賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ
く

り
推
進
室
（
☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）
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おしらせ

　

廃
食
用
油
を
使
っ
た
Ｅ
Ｍ
液
体

石
け
ん
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
液
体
な
の
で
た
い
へ
ん
使
い

や
す
く
、
洗
濯
・
台
所
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
使
用
で
き
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
液
体
石
け
ん
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
い
つ　

１
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階

「
文
化
実
習
室
」

▼
持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
㍑

の
も
の
）、
ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス
ク
、

手
さ
し
、
か
っ
ぽ
う
着
（
エ
プ
ロ

ン
）　

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

※
作
っ
た
液
体
石
け
ん
は
、
当
日

　

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
が
、

　

使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
約

　

１
カ
月
か
か
り
ま
す
。
液
体
石

　

け
ん
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を

　

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
１
カ

　

月
後
に
２
回
目
の
講
座
を
ご
案

　

内
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ご

み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員
会
事
務
局

／
町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

大
滝

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

　

１
月
23
日
（
月
）
か
ら
27
日

（
金
）
ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
図
書
館

（
☎
85

－

２
１
１
１
）

　

建
設
工
事
、
測
量
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

（
追
加
受
付
）
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
「
白
鷹
町
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
要
綱
」
に
よ
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
要
綱
は
建
設

水
道
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場

合
は
、
２
月
29
日
（
水
）
到
着
分

（
必
着
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
水
）

〜
29
日
（
水
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

　

労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お

け
る
個
別
労
働
紛
争
（
解
雇
、
雇

止
め
、
労
働
条
件
の
引
下
げ
、
い

じ
め
な
ど
）
解
決
の
た
め
、
相
談

や
助
言
・
指
導
、
紛
争
調
整
委
員

会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
開
庁
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

▼
閉
庁
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年

末
年
始

■
窓
口
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
労

働
局
総
務
部
企
画
室
山
形
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎

０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
６
）

　

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

の
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
広告

▼
内
容
／
コ
ー
ス
／
時
間

【
す
ぐ
に
使
え
る
エ
ク
セ
ル
活

用
！
コ
ー
ス
】

エ
ク
セ
ル
で
の
住
所
録
作
成
・
表

の
挿
入
や
ワ
ー
ド
も
使
用
し
た
差

し
込
み
印
刷
を
行
い
ま
す
。

○
第
１
回

　

１
月
16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

20
日
（
金
）・
23
日
（
月
）

　

午
後
７
時
〜
９
時
の
計
８
時
間

○
第
２
回

　

１
月
25
日
（
水
）・
27
日
（
金
）

　

30
日
（
月
）・
２
月
１
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
の
計
８
時
間

▼
料
金　

無
料

▼
定
員　

各
10
人

▼
ど
こ
で　

町
総
合
情
報
セ
ン
タ

ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー　

担
当
／
小
松
・

齋
藤
（
☎
86

－

０
０
０
１
）
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広告

 

作業ポイント

　・作業は２人以上で！
　・屋根の雪のゆるみに注意！
　・忘れずに！命綱とヘルメット
　・はしごの固定を忘れずに！

　※落雪によるホームタンク
　　の配管の損傷や給油時の
　　うっかりミスによる油漏
　　れなどにご注意ください。

　・ストーブの上で洗濯物を干さない！
　・ストーブの給油の際は火を消す！
　・ストーブのタンクの口を確実に閉める！

　※積雪により消火栓や貯水槽が埋もれてしまうとこ
　　ろがあります。いざという時のために、消火栓や
　　貯水槽の除雪にご協力をお願いいたします。

広告

わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
と
い

っ
た
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー

ト
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は
法
テ
ラ
ス

山
形
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

▼
情
報
提
供
…
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
に
役
立
つ
情
報
の
無
料
提
供

▼
民
事
法
律
扶
助
…
資
力
の
乏
し

い
か
た
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

や
弁
護
士
司
法
書
士
費
用
な
ど
の

立
替
え

▼
犯
罪
被
害
者
支
援
…
被
害
者
支

援
に
詳
し
い
弁
護
士
や
支
援
団
体

な
ど
に
関
す
る
情
報
の
無
料
提
供

○
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
８
３
７
４

○
法
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
山
形
地
方
事

務
所
／
法
テ
ラ
ス
山
形
（
☎

０
５
０
３
３
８
３

－

５
５
４
４
）

▼
訓
練
期
間　

３
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
30
日
（
木
）

▼
訓
練
科
名　

Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ

ム
科
（
Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
）

▼
受
講
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
さ
れ
て
い
る
概
ね
40
歳
未

満
の
か
た

▼
定
員　

18
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
応
募
締
切　

２
月
10
日
（
金
）

▼
選
考
日　

２
月
17
日
（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－
２
０
１
６
）

「地域社会と ICT」講演会のご案内

広告



住所　　 氏　　　名 年齢
荒砥甲　 　90
畔　藤　 　96
浅　立　 　80
畔　藤　 　90
畔　藤　 　81
荒砥甲　 　92
山　口　 　90
荒砥乙　 　91
高　玉　 　　　　　90
高　岡　 　87
佐野原　 　80
横田尻　 　97
高　玉　 　90
荒砥乙　 　84
深　山　 　　84
荒砥甲　 　98
深　山　 　77
大　瀬　 　88
浅　立　 　73
中　山　 　88
高　玉　 　75
佐野原　 　 　   100
箕和田　 　85
中　山　 　　86
荒砥乙　 　79
大　瀬　 　80
鮎　貝　 　  1
荒砥甲　 　82

No.1080
2012-1

-12  住所 父母の名 子の名
鮎　貝 鈴木 洋　明

春　美

浅　立 梅津 修　次
朱　美

荒砥乙 宇津木 尚　也
理　紗

鮎　貝 今 勝　幸
亜由美

十　王 茂木 友　博
智　美

山　口 大瀧 一　孝
早　希

　　氏　　　名　　　 住所

（川　村　達　彦　　菖　蒲
片　山　由　香　　高　玉

（海老名　陽　介　　萩　野
小　住　智　里　　宮城県

（大　木　康　博　　畔　藤
　　口　ひとみ　　深　山

（安　藤　　光　　　高畠町
青　木　真　美　　山　口

（沼　澤　　勉　　　中　山
山　口　佳　子　　山形市

（齋　藤　　竜　　　高畠町
荒　木　広　美　　鮎　貝

VOL.25

◆
結
成
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
活
動
内
容
は
？

◆
い
つ
活
動
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

◆
お
も
し
ろ
さ
は
？

◆
最
後
に
ひ
と
言

■
連
絡
先

☎

モデル撮影会での１枚

フォトしらたか（代表　菅 間 道 雄　さん）
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